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海高祭一瞬の向こう側へ
９月１２日(金) １９日(金)・２０日(土）体育祭 文化祭

「これぞ秋晴れ」の下で

開催できた は、クラ体育祭

スごとに揃えたオリジナル

Ｔシャツを身にまとった生

徒達の歓声が一日中響き渡

っていました。教員もチー

ムでリレーに出場したり、

嫌だと言いながらも笑顔

で変身コンテストのモデ
ルになったりと、くたび

れながらも楽しい一日を

過ごさせてもらいました。

は今年も各クラスとも夏休み前後から構文化祭

想を練り、チームワークの良さが感じられる秀作

揃いで、特に１年生の舞台発表(演劇)は、今まで

で最もクオリティが高いも

。 、のになっていました また

文化クラブの発表もさすが

のもので、ＳＳＨサイエン
スカフェも多くの来場者が

。 、あり盛況でした もちろん

海高祭は企画・運営をした

名近くの生徒会のメンバーを中心に、各クラブ３０

部員、クラスの文化委員・

体育委員・環境委員さん達

の働きが無くては何もでき

ません。この、生徒自身で

海高祭を作り上げられると

いうことが、海南高校の大
きな誇りです。今年もまた

大きな力を身に付けてくれ

たと思います。約７００名

の来訪者の方々にもすがす

がしい生徒達の動きを見て

いただけました。静波会女

性部のスイーツも大変美味

でした。皆さんお疲れさまでした。

仁坂知事特別講演頑張れ海南高生！

９月１０日(水)、仁坂吉

伸和歌山県知事による特別
講演会を開催しました。全

校生徒、教員、保護者は、

「和歌山の誇り 「世界の」、

中の日本 「社会で大切な」、

もの 「勉強方法 「辛さ」、 」、

を乗り越える方法」等についての熱いお話に耳を

傾けました。仁坂知事は講演後の生徒からの質問

にも丁寧に答えて下さり、海南高校生に期待を込

めた激励のメッセージを残してくれました。

頑張れ海南３年生！

さあ、３年生は正念場を迎えました。２日には

早くもセンター試験出願の説明会があり、生徒達

は緊張した面持ちで力強く記入した願書を担任に

提出しました。文化祭前には指定校推薦校内選考

が行われ、就職試験も本番を迎えました。教科書
、 、だけでなく 様々な経験をして成長した海高生は

!!それぞれの戦いの場に出て行きます。祈、健闘

９月７日(日)静波会球技大会

恒例の静波会親睦球技

大会が行われました。山

畑会長の挨拶、有田地区

からの優勝トロフィーの

返還等の後、先ずは恒例

となった救急救命法の講
習会を行いました。海南

市消防本部からお招きした講師は本校卒業生の嶌

本雄介さん。卒業生の活躍は本当にうれしいもの

です。ソフトボール（男性）は和歌山地区が優勝

し、ソフトバレーボール(女性)は有田Ⅰ地区が連

10/12覇しました 次のステージはソフトボールは。

（於 海南高校）の第 支部 大会、2 (和歌山・海南・海草地区)

ソフトバレーボールは （於 東海南中学校）10/19

の海南市 大会です。こちらも祈、健闘！PTA

国体・インターハイまであと１年

９月２３日(火)、県

民文化会館大ホールに

て「紀の国わかやま国

体・紀の国わかやま大

会・インターハイ開催

一年前イベント」が開

催され、高校生活動推進委員会副委員長の沖見雛

さん（本校１年）が「インターハイ友情の花の種

伝達式」の総合司会を行いました。プロのアナウ
ンサーも絶賛の素晴らしい司会ぶりでした。

おめでとう長崎国体報告

長崎国体において、３年生の南出くんと木村く

んが競泳 ﾘﾚｰ和歌山ﾁｰﾑで出場し 位に入4X200m 8

賞しました。また体育科の安永先生は３ｍ飛び板

、 。飛込で 位に 高飛込で 位に入賞しました3 10m 5

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

10月の予定

１日(水) 街頭交通安全指導(静波会 指導部合同)

６日(月) ２学期中間考査（～ 日）10

９日(木) 冬服完全移行

１０日(金) 進路講演会（ ， 年生）1 2

１１日(土) 記述模擬試験（３年生）

１２日(日) 高 連第 ﾌﾞﾛｯｸｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会(会場)P 2

１２日(日) 英語検定

１４日(火) ｺｰｽ科目選択 教育実習後期開始LHR

１５日(水) 遊歩道交通指導

１６日(木) 小論文模試

１８日(土) 記述模擬試験（３年生）

２１日(火) 人権講演会

２５日(土) 中学生対象学校説明会


